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今日は、地球がほろびる 1 日前なので、平和にくらしたい

ですが、この町は、はんざいがさかんなので朝でも 10 人

がひがいをうけています。

だから、いつも銀行にはごうとうが入るのでした。

その中でも１番はんざいをしたのが、ロボゴンです。

「金を出せー、はっはっはっ」（ロボゴン）

この時、けいさつの じじい は、わるい人をつかまえようと

立ち上がろうとしていました。

けれども、はんにんは、金をもち「グッバイ」と言って

にげだしました。

イタリアーノが手じょうをこわし、110 番でけいさつをよ

びました。けいさつはすぐきました。そして、けいさつに 

はんにんのかっこうを言いました。

「てっぽうをもってて、きんぱつでした。てっぽうの色は、

黒と水色でした。」

その間にイタリアーノはみんなの手じょうをはずしました。

「やった、ありがとう、イタリアーノ」

「よし、ここからがけいさつの見せどころだ！！」

と、じじい が言いました。

すると、ロボゴンがすぐそこで見ているのが分かりました。

「見つけたぞ、ロボゴン、金をかえせー」（じじい）

「やだよー」（ロボゴン）

パンパーン！！

ロボゴンがてっぽうをうってきました。

そのたまが うんがわるいことに じじぃ のかたをかすりま

した。

じじぃ は「助けてー」と言いました。だが、血はとまりま

せん。そしたら、「大丈夫、じじぃ」とイタリアーノが言い

ました。

イタリアーノはカンカンにおこり、かたいボールをロボゴ

ンの頭にむけてなげました。そのボールは、頭にはあたら

ず てっぽう にあたって、てっぽう をとりあげました。そ

して、ロボゴンは手をあげて負けをみとめました。

そして次の日、地球がほろびる日になりました。

だが、そのよげんがまちがっていて、いつまでも平和な日

にかわりました。めでたしめでたし。
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